
■P２～３　特集 「豪雨災害」 

■P４　　　村びとインタビュー 

■P５～９　村内トピックス 
　　　　　　保健師だより 
　　　　　　介護保険制度シリーズ 

■P10～11　お知らせ 
　　　　　　むらの動き 

■開催日：平成17年9月9日（金）～11日（日） 
■会　場：山江村体育館（主会場） 
■主　催：第3回市民メディア全国交流集会in山江村実行委員会 
■日　程：  9日番組作り体験講座、交流会 
　　　　　10日全体会、分科会、大交流会 
　　　　　11日番組収録体験 
■連絡先：山江村企画情報センター　蕁23-5234

川遊びをする人で賑わう吐合橋付近 
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山江村の情報はこちらから 山江村公式ホームページ　http://www.yamaemura.jp 
やまえ村民てれび　         http://www.ystv.jp



特

集

今
年
の
梅
雨
は
例
年
に
な
く
長
雨
が
続
き
、

７
月
の
後
半
に
集
中
的
に
豪
雨
を
も
た
ら
し
ま

し
た
。

主
に
７
月
21
〜
23
日
に
か
け
て
村
内
全
体
に

被
害
が
及
び
特
に
万
江
川
が
氾
濫
し
淡
島
地
区

及
び
下
の
段
地
区
は
一
時
自
主
避
難
を
さ
れ
る

民
家
も
あ
り
、
あ
わ
や
大
災
害
に
な
る
寸
前
で

し
た
が
、
地
区
住
民
の
方
々
や
消
防
団
員
の
的

確
な
判
断
に
よ
る
防
災
活
動
が
被
害
を
未
然
に

防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
県
道
坂
本
人
吉
線
の
小
鶴
地
区
と
大

河
内
地
区
の
県
道
に
土
砂
崩
壊
が
発
生
し
熊

原
・
山
口
・
合
子
俣
地
区
へ
の
連
絡
が
途
絶
え

一
時
孤
立
状
態
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
３
日
間
で
村
内
の
被
害
件
数
は
75
件

で
、
消
防
団
の
出
動
員
は
、
の
べ
311
名
で
し
た
。

写
真
で
災
害
を
追
っ
て
み
ま
し
た
。

―
県
道
坂
本
人
吉
線
が
通
行
止
め
―

輊
熊
原
・
山
口
・
合
子
俣
が
一
時
孤
立
状
態
に
輅





こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
山
江
村
で

い
ろ
ん
な
事
に
頑
張
っ
て
い
る

「
人
」を
紹
介
し
て
い
く
も
の
で
す
。

今
月
は
、
第
15
区
長
入
口
　
護
さ

ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

Ｐ Ｌ Ｏ Ｆ Ｉ Ｌ Ｅ

入口　護（いりぐち　まもる）
万江向鶴地区在住　第15区長

趣味：ガーデニング

バイク

（ツーリング）

第15区長

人
情
豊
な
思
い
や
り
、

活
気
あ
ふ
れ
る
地
域
づ

く
り
に
が
ん
ば
り
た
い
。

殖
場
や
尾
寄
崎
の
キ
ャ
ン
プ
場
、

万
江
川
木
の
ふ
れ
あ
い
館
等
、
多

く
の
施
設
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て

15
区
の
中
心
と
な
り
ま
す
、
屋
形

多
目
的
集
会
施
設
は
、
夏
休
み
に

な
り
ま
す
と
、
キ
ャ
ン
プ
を
す
る

人
々
で
賑
わ
い
ま
す
。
そ
う
い
っ

た
他
の
地
区
に
は
な
い
特
色
が
あ

る
と
こ
ろ
が
、
自
慢
で
は
な
か
ろ

う
か
と
思
い
ま
す
。

（
聞
き
手
）
区
長
さ
ん
と
し
て
、

ど
の
よ
う
な
こ
と
に
心
が
け
て
お

ら
れ
ま
す
か
？

入
口

役
場
か
ら
の
文
書
を
配
布

す
る
際
、
15
区
は
面
積
が
広
い
の

で
、
配
り
終
え
る
ま
で
約
２
時
間

の
行
事
と
し
ま
し
て
は
、
毎
年
７

月
の
第
１
日
曜
日
に
屋
形
多
目
的

集
会
施
設
の
清
掃
作
業
や
一
斉
消

毒
を
行
い
、
終
了
後
に
は
一
分
館

一
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
、
ビ
ー
チ
バ

レ
ー
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
吹

き
矢
、
輪
投
げ
を
行
い
、
地
域
の

交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。
そ
し
て

午
後
か
ら
は
、
一
学
と
し
て
今
年

度
は
中
央
消
防
署
に
お
願
い
し
、

消
火
栓
の
取
扱
や
自
主
防
災
に
関

し
て
の
講
演
、
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ

等
の
実
演
講
習
を
行
い
、
53
名
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
他
70
歳
以
上
の
方
々
の
敬

老
の
集
い
、
婦
人
部
に
よ
る
研
修

等
、
そ
れ
ぞ
れ
活
動
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

（
聞
き
手
）
15
区
の
自
慢
は
ど
ん

な
と
こ
ろ
で
す
か
？

入
口

清
流
万
江
川
と
、
山
の
緑

が
大
変
美
く
、
５
月
の
下
旬
か
ら

６
月
上
旬
に
か
け
て
は
、
ホ
タ
ル

が
飛
び
交
う
、
自
然
が
と
て
も
豊

な
地
域
で
す
。

そ
の
豊
な
自
然
を
求
め
て
、
吐

合
橋
付
近
に
は
多
く
の
方
々
が
訪

れ
ま
す
が
、
土
日
に
な
り
ま
す
と
、

区
の
人
口
よ
り
も
多
く
の
人
々
が

来
ら
れ
、
川
遊
び
を
楽
し
ん
で
お

ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
水
の
事
故

等
が
起
こ
ら
な
い
か
心
配
す
る
点

も
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
15
区
に
は
ヤ
マ
メ
の
養

聞
き
手
）
ま
ず
、
地
区
の
紹
介
を

お
願
い
し
ま
す
。

入
口

15
区
は
屋
形
・
向
鶴
・
柚

木
川
内
・
葛
・
横
手
・
日
当
・
戸

屋
・
尾
寄
崎
・
沢
水
の
地
区
か
ら

構
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
班

長
さ
ん
が
お
ら
れ
ま
す
。

そ
し
て
、
毎
月
20
日
に
は
、
班

長
並
び
に
役
員
の
合
同
会
議
を
開

き
、
行
事
や
分
館
の
活
動
に
つ
い

て
話
し
合
い
を
し
て
お
り
ま
す
。

主
な
行
事
と
し
ま
し
て
は
、
子

供
会
に
よ
る
十
五
夜
の
綱
引
き
、

ど
ん
ど
や
、
そ
し
て
モ
グ
ラ
打
ち

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
又
、
分
館

か
か
り
ま
す
が
、
単
に
ポ
ス
ト
に

入
れ
る
の
で
は
な
く
、
努
め
て
手

渡
し
を
す
る
よ
う
心
が
け
て
い

ま
す
。

（
聞
き
手
）
区
長
さ
ん
が
、
今
一

番
頑
張
っ
て
お
ら
れ
る
こ
と
は
何

で
す
か
？

入
口

健
康
に
充
分
注
意
し
、
米

作
り
と
林
業
を
一
生
懸
命
頑
張
っ

て
い
ま
す
。



第
56
回
球
磨
郡
民
体
育
祭
が
、
５
月
29

日
か
ら
７
月
16
日
ま
で
の
お
よ
そ
１
ヵ
月

半
に
わ
た
り
、
球
磨
郡
一
円
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
山
江
村
か
ら
は
、
今
回
276
名
の

方
々
が
出
場
さ
れ
ま
し
た
。

各
競
技
で
、
一
番
早
く
行
わ
れ
た
の
は

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
で
し
た
。
前
回
、
男

女
と
も
に
２
位
と
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

期
待
が
ふ
く
ら
む
今
大
会
。
勢
い
よ
く

試
合
開
始
と
な
っ
た
も
の
の
、
苦
戦
を

し
い
ら
れ
ま
し
た
。
結
果
は
残
念
な
が

ら
予
選
敗
退
で
し
た
が
、
良
い
試
合
が

で
き
ま
し
た
。

ボ
ウ
リ
ン
グ
は
、
人
吉
ス
タ
ー
レ
ー
ン

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
長
年
練
習
を
続
け
て

い
る
だ
け
あ
っ
て
、
確
実
に
ス
ト
ラ
イ
ク

を
と
ら
え
る
様
は
、
お
見
事
。
団
体
で
は

第
２
位
、
個
人
で
は
藤
田
千
代
美
さ
ん
が

第
２
位
と
、
大
変
す
ば
ら
し
い
結
果
で
あ

り
ま
し
た
。

軟
式
野
球
は
、
多
良
木
町
多
目
的
総
合

グ
ラ
ウ
ン
ド
野
球
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

陽
射
し
が
ま
ぶ
し
い
中
、
選
手
た
ち
の
汗

が
「
キ
ラ
リ
」
と
光
り
ま
す
。
１
回
戦
は

相
良
村
。
１
│
０
で
勝
ち
、
次
は
球
磨
村

と
対
戦
し
て
11
│
４
で
圧
勝
。
つ
づ
く
、

あ
さ
ぎ
り
町
Ｂ
と
の
対
戦
で
は
12
│
７
と

５
点
差
を
つ
け
て
、
決
勝
へ
と
あ
が
り
ま

し
た
。
決
勝
戦
の
相
手
は
、
あ
さ
ぎ
り
町

Ａ
。
惜
し
く
も
２
│
３
で
負
け
て
し
ま
っ

た
も
の
の
、
結
果
は
第
２
位
と
良
い
結
果

を
残
せ
ま
し
た
。

四
半
的
弓
道
は
、
あ
さ
ぎ
り
町
岡
原
に

あ
る
も
み
じ
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
ど
れ

だ
け
集
中
力
を
維
持
で
き
る
か
が
試
さ
れ

る
こ
の
競
技
。
集
中
力
を
落
と
さ
な
い
よ

う
に
、
一
本
一
本
確
実
に
的
を
狙
い
ま
す
。

結
果
は
団
体
で
第
３
位
。
個
人
で
は
、
福

山
孝
さ
ん
が
第
３
位
に
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
７
月
21
日
か
ら
降
り
続
い
た
大

雨
に
よ
り
、
７
月
23
日
に
予
定
さ
れ
て
お

り
ま
し
た
陸
上
競
技
大
会
は
中
止
と
な
り

ま
し
た
。

選
手
の
皆
様
、
そ
し
て
応
援
い
た
だ
い

た
方
々
、
大
変
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
入
賞
者
一
覧
）

総　合　順　位 第　８　位

競技名 種　　目 順　位 氏　　名

軟 式 野 球 ２位 山　江　村

卓　　　　球

団体 ３位 山　江　村

個人男子60歳代 ２位 西　　政明

個人女子40歳代 １位 勝原　聖美

バドミントン
個人男子30歳以上 １位 横山　浩之

個人女子40歳以上 ２位 前田　由美

サ ッ カ ー ３位 山　江　村

相　　　　撲 団体 ３位 山　江　村

ボウリング
団体 ２位 山　江　村

個人 ２位 藤田　千代美

四半的弓道
団体 ３位 山　江　村

個人 ３位 福山　　孝

剣　　　　道 個人四段以上 ３位 横山　誠二

水　　　　泳

男子25歳以上 25ｍ平泳ぎ ３位 嶽森　　昇

男子35歳以上 25ｍ背泳ぎ １位 毎床　哲哉

〃　　　 50ｍバタフライ ２位 毎床　哲哉

男子55歳以上 25ｍ平泳ぎ ２位 木口　恒夫



７
月
30
日
（
日
）
水
上
村
に
て
第
25
回

球
磨
郡
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
山
江
村
消
防
団
で
は
、
小
型

ポ
ン
プ
操
法
の
部
に
第
２
分
団
が
出
場
し

９
チ
ー
ム
参
加
の
中
５
位
入
賞
と
い
う
成

績
を
お
さ
め
ま
し
た
。

梅
雨
明
け
で
猛
暑
が
続
く
中
の
大
会
と

な
っ
た
当
日
は
、
各
町
村
の
代
表
と
し
て

上
位
入
賞
を
目
指
し
各
チ
ー
ム
競
技
を
開

始
。
山
江
村
消
防
団
（
第
２
分
団
）
は
操

法
競
技
順
位
１
番
目
と
い
う
プ
レ
ッ
シ
ャ

ー
の
中
競
技
を
行
い
、
堂
々
の
５
位
と
い

う
成
績
を
収
め
ま
し
た
。
各
町
村
と
も
代

表
チ
ー
ム
と
あ
っ
て
見
事
な
演
技
を
披
露

し
て
い
ま
し
た
。

小
型
ポ
ン
プ
操
法
競
技
の
結
果
は
、
優

勝
・
五
木
村
消
防
団
、
２
位
・
相
良
村
消

防
団
、
３
位
・
あ
さ
ぎ
り
町
消
防
団
、
４

位
・
球
磨
村
消
防
団
、
５
位
・
山
江
村
消

防
団
で
し
た
。

山
江
村
代
表
と
い
う
責
務
の
中
約
３
ヶ

間
の
夜
間
練
習
を
行
っ
た
第
２
分
団
の
熱

意
と
ご
指
導
頂
い
た
人
吉
下
球
磨
消
防
組

合
、
ま
た
大
会
へ
応
援
く
だ
さ
い
ま
し
た

関
係
各
位
の
方
々
に
感
謝
申
し
上
げ
お
礼

と
い
た
し
ま
す
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

出
場
団
員
は
次
の
と
お
り
で
す（
敬
称
略
）

第
２
分
団
（
分
団
長
　
西
広
明
）

指
揮
者
　
橋
本
健
二

１
番
員
　
高
山
裕
治

２
番
員
　
横
谷
憲
俊

３
番
員
　
山
田
剛
士

７
月
15
日
（
土
）
に
万
江
濁
毛
で
万
江
川

水
源
の
森
づ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

当
日
は
南
陵
高
校
か
ら
先
生
を
含
む
高

校
生
19
名
が
参
加
し
、
鎌
に
よ
る
下
刈
を

行
い
ま
し
た
。

今
回
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
た
生
徒

は
普
通
課
の
生
徒
が
ほ
と
ん
ど
。
担
当
の

先
生
が
「
自
分
の
興
味
が
あ
る
こ
と
に
何

か
一
つ
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
よ
う
」
と
指

導
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
森
林
作
業
へ
興
味

を
持
っ
た
生
徒
が
、
勉
強
で
の
ス
ト
レ
ス

発
散
を
兼
ね
て
今
回
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
山
の

作
業
は
初
め
て
の
生
徒
ば
か
り
。

山
江
林
研
ク
ラ
ブ
の
説
明
後
、
熱
い
中

カ
ヤ
が
生
い
茂
っ
た
箇
所
で
の
作
業
に

黙
々
と
励
み
、
あ
っ
と
い
う
間
に
当
初
予

定
し
て
い
た
箇
所
の
作
業
を
終
え
ま
し
た
。

生
徒
は
午
前
中
下
刈
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

体
験
し
、
午
後
か
ら
は
万
江
川
で
作
業
の

汗
を
流
し
ま
し
た
。
万
江
川
で
初
め
て
泳

い
だ
生
徒
も
お
り
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
後

だ
け
に
、
更
に
気
持
ち
い
い
」
と
感
激
し

た
よ
う
で
「
次
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
も
是

非
参
加
し
た
い
」
と
の
こ
と
。

水
源
の
森
づ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
年

３
回
行
う
予
定
で
、
次
は
秋
の
間
伐
作
業

を
行
い
ま
す
。



《生衛業経営相談室開設のご案内》
お気軽に相談ください。（相談は無料です。）

新規開業や店舗の新築・改装、支店開設で融資希望の方、および売上や資金繰り等営業の
見直しを考えておられる方へ!!
今までの経験・技術を生かして独立開業を予定の方、現在の事業を見直して、発展・成長をお考えの方は
専門スタッフが相談に応じます。
相談内容
（経営）☆店舗の建築や改装、支店の開設、事業の見直し（売上・資金繰）等の経営全般の相談、経営情

報の提供。
☆新規開業に於ける経営方針および資金計画

（融資）☆必要な資金に関する生活衛生融資（国民生活金融公庫）の利用法と手続。
（税務）☆所得税、消費税、相続税、贈与税等に関する相談及び帳簿等の記帳方法。
対 象 者　☆生活衛生関係営業者又は開業予定の方。

（飲食関係営業、食肉販売、理容、美容、旅館ホテル、公衆浴場、クリーニング、映画館）
対 応 者　☆指導センター　経営指導員
日　　時　平成18年9月27日（水）10時～15時　　　場　　所　人吉保健所　TEL0966ー22ー3017

指導センターは、生活衛生関係営業者の経営改善、健全な発展等を支援する公的な機関です。
（財）熊本県生活衛生営業指導センター
熊本市白山1-4-9 末永ビル2F TEL096-362-3061 http://www.seiei.or.jp/kumamoto

生衛融資（国民生活金融公庫）
融資利率 生衛組合員の方　年1.60％～ 生衛組合員外の方　年2.50％～ 平成18年5月17日現在

国の事業ローン、有利な固定、長期の利用を！

平
成
18
年
度
「
水
泳
教
室
」
を
、
７
月

31
日
か
ら
８
月
２
日
ま
で
の
３
日
間
、
山

田
小
学
校
プ
ー
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。
講

師
に
は
木
口
恒
夫
さ
ん
、
嶽
森
昇
さ
ん
を

む
か
え
、
今
回
は
１
年
生
か
ら
６
年
生
ま

で
、
19
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

泳
げ
な
い
子
や
も
っ
と
上
手
に
泳
ぎ
た
い

子
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
の
レ
ベ
ル
は
さ
ま

ざ
ま
。
初
心
者
コ
ー
ス
と
育
成
コ
ー
ス
の

２
つ
に
分
け
て
練
習
を
し
ま
し
た
。

初
心
者
コ
ー
ス
で
は
、
水
に
慣
れ
る
こ

と
か
ら
始
め
、
そ
し
て
ビ
ー
ト
板
を
使
っ

た
バ
タ
足
の
練
習
。
最
終
日
に
は
大
プ
ー

ル
で
泳
ぎ
ま
し
た
。
育
成
コ
ー
ス
で
は
、

ク
ロ
ー
ル
、
平
泳
ぎ
を
く
り
返
し
泳
ぎ
、

タ
ー
ン
の
練
習
も
し
ま
し
た
。
前
回
、
苦

手
だ
っ
た
子
が
、
育
成
コ
ー
ス
で
泳
い
で

い
る
姿
を
み
て
、
講
師
の
先
生
も
喜
ん
で

い
ま
し
た
。
こ
の
ま
ま
練
習
を
続
け
て
い

っ
て
、
水
泳
を
好
き
に
な
っ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

来
る
９
月
16
日
、
17
日
に
上
益
城
郡
で
開
催
さ
れ
ま
す
、
第
61
回
熊
本
県
民
体
育
祭
の
球

磨
郡
代
表
選
手
が
決
定
し
ま
し
た
。
山
江
村
か
ら
は
９
名
の
方
々
が
出
場
さ
れ
ま
す
の
で
、

ご
紹
介
し
ま
す
。

（
陸
上
競
技
）

恒
松
尚
武
　
　
〈
益
城
町
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
〉

（
水
　
　
泳
）

木
口
恒
夫
、
毎
床
哲
哉
　
〈
嘉
島
町
立
嘉
島
中
学
校
プ
ー
ル
〉

（
卓
　
　
球
）

勝
原
聖
美
　
　
〈
嘉
島
町
民
体
育
館
〉

（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
）

前
田
由
美
　
　
〈
益
城
町
益
城
中
学
校
体
育
館
〉

（
ボ
ウ
リ
ン
グ
）

日
熊
正
守
　
　
〈
菊
陽
ボ
ウ
ル
〉

（
テ
ニ
ス
）

吉
村
良
次
　
　
〈
パ
ー
ク
ド
ー
ム
熊
本
、
県
民
総
合
運
動
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
〉

（
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
）

内
田
良
種
　
　
〈
甲
佐
グ
ラ
ウ
ン
ド
〉

（
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
）
上
村
一
郎
　
　
〈
グ
リ
ー
ン
パ
ル
甲
佐
〉

皆
様
の
ご
健
闘
を
お
祈
り
し
ま
す
。



平平成成1188年年1100月月11日日かからら医医療療保保険険がが改改正正さされれ、、
高高齢齢者者のの医医療療費費自自己己負負担担ななどどがが変変わわりりまますす。。

70歳以上の人（老人保健医療対象者も含む）

①現役並みの所得がある人の自己負担割合が変わります。

②高額療養費の自己限度負担額が変わります。

③70歳以上の所得判定基準（平成１８年８月から）
●現役並みの所得がある人
70歳以上の国保被保険者及び老人保健で医療を受ける国保被保険者のうち、１人でも一定所得

（課税所得が145万円）以上の人が同一世帯にいる人。
ただし、収入の合計が２人以上世帯で520万円未満（１人世帯383万円未満）の場合、申請によ

り「一般」の区分と同様になります。
●一　　般　　
現役並み所得者、低所得Ⅰ・Ⅱのいずれにも該当しない人。
●低所得Ⅱ
同一世帯の世帯主および国保被保険者が住民税非課税の人。（低所得｡以外の人）
●低所得Ⅰ
同一世帯の世帯主および国保被保険者が住民税非課税で、その世帯主の判定対象者の各所得が

必要経費控除（年金の所得は８０万円として計算）を差引いたときに０円となる人。
※低所得Ⅰ・Ⅱの人は、「限度額適用・標準負担額減額認定証」が必要となります。
保健衛生課窓口に申請して下さい。

○ご不明な点がございましたら、保健衛生課までご連絡下さい。（ＴＥＬ：２４－１７００）

平成18年9月30日まで 

現役並み所得者 

一般、低所得Ⅰ・Ⅱ 

2 割 

1 割 

平成18年10月1日から 

現役並み所得者 

一般、低所得Ⅰ・Ⅱ 

3 割 

1 割 

外　　来 
（個　人） 

外来＋入院 
（世　帯） 

外　　来 
（個　人） 

外来＋入院 
（世　帯） 

40,200円 

72,300円 

12,000円 40,200円 

24,600円 

15,000円 
8,000円 

平成18年9月30日まで 
自己限度負担額（月額） 

平成18年10月1日から 
自己限度負担額（月額） 

現 役 並 み  
所 得 者  

一 般  

低所得Ⅰ 

低所得Ⅱ 

現 役 並 み  
所 得 者  

一 般  

低所得Ⅰ 

低所得Ⅱ 

医療費が361,500円
を超えた場合は、その超
えた分の1％を加算 
(4回目以降：40,200円） 

44,400円 

80,100円 

12,000円 44,400円 

24,600円 

15,000円 
8,000円 

医療費が267,000円
を超えた場合は、その超
えた分の1％を加算 
(4回目以降：44,400円） 

 



☆認知症について☆
日々の生活の中では、ちょっと思い出せないことがあ

ると「これって認知症かしら？」と思うことがありませ
んか？しかし、すぐに「認知症」と決め付ける前に「単
なるもの忘れ」と「認知症のもの忘れ」の違いをチェッ
クしてみましょう。
単なるもの忘れの場合。
① 体験の一部を忘れる。（買い物をしたあとに「何を買
ったんだっけ？」と買った物を忘れる。）

② ものわすれを自覚している。（手紙をだすはずだった
のに、出していないことを思い出す。）

③ 人格に大きな変化はない。（財布がないな・・・おち
ついて財布を捜す。）

④ 人物や場所がわからなくなるようなことはない。（相
手の名前が思い出せない。）

⑤ 日常生活に支障はない。（ハイキングに行き、来た道
をわすれてしまう。）

認知症のもの忘れの場合。
① 体験のすべてを忘れる。（買い物に行ったのに、買い
物に行ったこと自体を忘れる。）

② もの忘れを自覚できない。（手紙をだすはずだったの
に、ださなくてはいけないことを忘れる。）

③ 人格が変化する。（財布をなくして、回りの家族を疑
い、急に怒り出す。）

④ 人物や場所がわからなくなる。（家族に対して、初対
面の人のように挨拶をする。）

⑤ 日常生活に支障をきたし、介護が必要になる。（いつ
も通う自分の家までの道がわからない。）

あなたの血液は「サラサラ」ですか？
血液が「ドロドロ」な状態は、動脈硬化を招きま

す。進行すると、血管が詰まったり、破れたりし、
心臓病や脳血管疾患などの命をおびやかす病気の引
き金となってしまいます。
血管は、からだのライフライン。サラサラ血液を

保って、いつまでも健康でいる為に生活習慣を見直
してみましょう。

血液をサラサラにする生活習慣アドバイス
１． 動物性脂肪の摂取はひかえめに。
２． 洋食中心から和食中心にシフト。
３． たばこは禁煙、お酒はほどほどに。
４． ストレスは、ためずに解消。

魚料理を積極的に食べましょう。
イワシ、サバ、サンマなどの青背の魚には、血液を
ドロドロにする原因となる悪玉コレステロールを取
り除く不飽和脂肪酸であるEPA（エイコサペンタエ
ン酸）が豊富に含まれています。ふだん脂肪分の高
い食事をとる回数が多い人は、意識して魚料理を食
べるようにしましょう。

―みんな、みんなの子どもです
子育ては地域全体で取り組みましょう！―

７月から８月の２ヶ月間は、青少年の生活のリ
ズム乱れ、非行に陥りやすいとされています。そ
れぞれの家庭、学校、職場、地域社会の実情に応
じた具体的な活動にあなたも積極的に参加して、
県民一人ひとりが青少年の非行問題に取り組みま
しょう。

期　　　間：平成１８年７月１日（土）から
平成１８年８月31日（木）までの
２ヶ月間

スローガン：「みんな、みんなの子どもです。」

重 点 目 標：
（１）青少年を取り巻く有害環境の浄化
（２）凶悪・粗暴な非行への対応
（３）子どもの安全確保と保護
（４）薬物乱用の防止



健
康
相
談
等
を
行
い
ま
す
の

で
、
出
来
る
限
り
保
護
者
の

出
席
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
合
先
　
山
江
村
教
育
委
員
会

学
校
教
育
係

電
話
　
２
３
│
３
６
０
４

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
65
歳

以
上
の
高
齢
者
を
対
象
と
し
て
、
地
域

支
援
事
業
（
介
護
予
防
事
業
）
を
次
の

と
お
り
行
っ
て
い
ま
す
。
す
で
に
始
ま

っ
て
い
ま
す
が
、
定
員
に
ま
だ
余
裕
が

あ
り
ま
す
の
で
、
自
分
の
健
康
保
持
の

た
め
に
、
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

・
転
倒
予
防
教
室

山
江
老
人
保
健
施
設
に
委
託
し
、
６

月
よ
り
毎
週
１
回
実
施
し
て
い
ま
す
。

内
容
は
、
転
倒
予
防
体
操
や
創
作
活

動
な
ど
で
す
。
山
江
老
人
保
健
施
設
の

車
で
送
迎
し
ま
す
。
定
員
に
ま
だ
余
裕

が
あ
り
ま
す
の
で
、
転
倒
が
心
配
な
方

は
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
山
江
村

in format ioninformat ion

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
お
早
め
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

電
話
２
３
│
２
２
３
２
（
直
通
）

担
当：

赤
城
、
蕨
野

取
引
や
証
明
に
使
用
す
る
計
量
器
は

法
律
（
計
量
法
第
19
条
）
に
よ
り
２
年

に
１
回
の
定
期
検
査
を
受
け
る
よ
う
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
左
記
日
程
で
検
査

が
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
該
当
す
る
計
量

器
を
お
持
ち
の
方
は
受
験
さ
れ
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

検
　
査
　
日

９
月
27
日
（
水
）

検
査
受
付
時
間

10：

00
〜
16：

00

検

査

場

所

山
江
村
役
場

（
12
時
か
ら
13
時
ま
で
は
除
き
ま
す
）

持
参
物

計
量
器
（
質
量
計
等
）、
手
数
料
（
１
台

あ
た
り
５
０
０
円
〜
２，

２
０
０
円
）

検
査
対
象
計
量
器

・
商
店
等
で
商
品
の
販
売
に
使
用
す
る

は
か
り

・
病
院
、
薬
局
等
で
使
用
し
て
い
る
調

剤
用
の
は
か
り

・
学
校
、
病
院
、
保
育
園
等
で
使
用
し

て
い
る
体
重
測
定
用
の
は
か
り

・
農
協
、
漁
協
等
流
通
物
資
の
集
荷
、

出
荷
等
に
使
用
す
る
は
か
り

・
宅
配
な
ど
運
送
業
者
等
が
貨
物
の
運

賃
算
出
用
に
使
用
す
る
は
か
り

・
農
業
、
漁
業
な
ど
の
生
産
者
が
生
産

物
等
の
販
売
に
使
用
す
る
は
か
り

※
問
合
先
　
山
江
村
役
場
企
画
調
整
課

（
蕁
２
３
│
５
２
３
４
）

（
社
）
熊
本
県
計
量
協
会

（
蕁
０
９
６
│
３
６
７
│
７
８
１
６
）

熊
本
県
計
量
検
定
所

（
蕁
０
９
６
│
３
６
９
│
２
１
５
１
）

山
江
村
文
化
協
会
書
道
部
で
は
、
夏
休

み
一
日
書
道
教
室
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
村
内
の
小
中
学
生
を
対
象

に
、
夏
休
み
の
作
品
と
し
て
習
字
を
考

え
て
い
る
子
ど
も
た
ち
の
手
助
け
に
な

れ
ば
と
計
画
い
た
し
ま
し
た
。

参
加
費
は
無
料
で
す
。
希
望
さ
れ
る
方

は
事
前
に
山
江
村
教
育
委
員
会
ま
で
申

し
込
ん
で
下
さ
い
。

期
日
　
平
成
18
年
８
月
26
日
（
土
）

午
前
９
時
〜
12
時
ま
で

場
所
　
山
江
村
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

持
っ
て
く
る
も
の
　
習
字
用
具
一
式

習
字
紙

申
し
込
み
先
　
山
江
村
教
育
委
員
会

電
話
２
３
―
３
６
０
４

山
江
村
青
年
団
で
は
、
夏
休
み
中
の
村

内
の
小
学
生
を
対
象
に
し
た
「
熱
血
学
習

会
」
を
開
催
し
ま
す
。

こ
の
学
習
会
は
、
子
ど
も
達
の
夏
休
み

の
宿
題
や
課
題
な
ど
を
青
年
団
員
が
お
手

伝
い
を
し
、
勉
強
を
通
し
て
世
代
間
の
交

流
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
19
年
４
月

か
ら
村
内
小
学
校
入
学
予
定
者
（
平
成

12
年
４
月
２
日
生
ま
れ
か
ら
平
成
13
年

４
月
１
日
生
ま
れ
ま
で
）
を
対
象
に
就

学
時
健
康
診
断
を
行
い
ま
す
。

こ
の
健
診
は
、
学
校
保
健
法
の
規
定
に

よ
り
、
山
江
村
に
住
所
を
有
し
、
来
年
の

４
月
に
就
学
予
定
の
子
ど
も
を
対
象
に

教
育
委
員
会
が
実
施
す
る
も
の
で
す
。

内
科
、
歯
科
、
耳
鼻
科
、
眼
科
の
健

診
と
知
能
検
査
等
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

保
護
者
の
方
に
も
就
学
前
の
お
願
い
や

相
談
を
併
せ
て
行
い
ま
す
。

健
診
通
知
は
９
月
下
旬
に
郵
送
い
た

し
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

な
お
、
健
診
日
時
・
場
所
は
次
の
と

お
り
で
す
。

日
　
時
　
平
成
18
年
10
月
12
日
（
木
）

午
後
１
時
か
ら
午
後
３
時
頃

ま
で

場
　
所
　
山
江
村
立
山
田
小
学
校

そ
の
他
　
健
診
結
果
は
即
日
お
渡
し
い

た
し
ま
す
。
疾
病
等
が
あ
る

場
合
は
、
治
療
の
お
願
い
と



当
日
は
、
学
習
会
の
後
に
楽
し
い
、
昼

食
会
も
企
画
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
児
童

の
み
な
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

期
日
　
平
成
18
年
８
月
19
日
（
土
）

午
前
８
時
30
分
〜
13
時
ま
で

場
所
　
山
江
村
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

持
っ
て
く
る
も
の
　
夏
休
み
の
宿
題
や
課

題
、
学
習
し
た
い
も
の
、
筆
記
用
具

申
し
込
み
先
　
山
江
村
教
育
委
員
会

電
話
２
３
―
３
６
０
４

〜
熊
本
の
気
候
に
合
っ
た
県
産
木
材

を
使
い
ま
し
ょ
う
〜

熊
本
県
木
材
協
会
連
合
会
で
は
、
県

内
で
木
造
住
宅
を
新
築
、
及
び
マ
ン
シ

ョ
ン
リ
フ
ォ
ー
ム
を
さ
れ
る
方
に
抽
選

で
県
産
木
材
を
無
償
で
提
供
す
る
「
く

ま
も
と
森
林
を
育
む
木
の
住
ま
い
づ
く

り
推
進
事
業
」
を
実
施
し
ま
す
。

申
込
期
間
・
条
件
等
は
左
記
お
問
い

合
わ
せ
先
ま
で
。

お
問
い
合
わ
せ
先

（
社
）
熊
本
県
木
材
協
会
連
合
会

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
９
６
│
３
８
２
│
７
９
１
９

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
６
│
３
８
２
│
７
８
９
３

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.infobears.ne.jp/km

okuren/

（平成18年７月31日までの受付分）

今
年
10
月
か
ら
運
行
を
開
始
す
る
山

江
村
予
約
制
乗
合
バ
ス
の
愛
称
と
デ
ザ

イ
ン
の
募
集
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
多
数

の
応
募
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

ご
応
募
い
た
だ
い
た
中
か
ら
、
山
江

村
ら
し
い
愛
称
と
デ
ザ
イ
ン
の
選
考
を

行
っ
た
と
こ
ろ
、
左
記
の
と
お
り
決
定

し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
愛
称
】

『
ま
る
お
か
号
』

【
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
】

な
お
、
各
地
区
で
開
催
さ
れ
ま
す
敬
老

会
の
場
を
お
借
り
し
て
、
説
明
会
を
行

う
予
定
と
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
協

力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

十
月
一
日
か
ら
十
一
月
下
旬
の
間
、

映
画
「
北
辰
斜
め
に
さ
す
と
こ
ろ
」
が

人
吉
・
球
磨
で
撮
影
が
行
わ
れ
ま
す
。

そ
れ
に
伴
い
、
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
エ
キ
ス

ト
ラ
が
募
集
さ
れ
ま
す
。

監
督
は
「
哀
切
心
に
し
み
い
る
一
篇

に
し
た
い
。」
と
言
わ
れ
る
。
若
い
人
に

も
大
人
に
も
、
多
く
の
人
に
感
動
と
共

感
を
呼
び
起
こ
す
作
品
が
出
来
上
が
る

と
思
う
。

三
國
連
太
郎
氏
を
は
じ
め
緒
形
直
人

氏
、
林
隆
三
氏
等
の
有
名
な
俳
優
さ
ん

が
出
演
さ
れ
る
。
一
流
の
芸
を
極
め
た

人
と
の
接
触
も
得
が
た
い
経
験
に
な
る

し
、
素
晴
ら
し
い
映
画
誕
生
に
か
か
わ

る
喜
び
、
誇
り
、
そ
し
て
映
画
製
作
に

係
る
地
域
一
体
と
な
っ
た
話
題
の
共
有

に
よ
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
全
体
に
と
っ

て
も
大
き
な
結
束
力
を
育
ん
で
い
く
で

し
ょ
う
。

皆
さ
ん
も
映
画
誕
生
の
場
面
に
参
加

し
ま
せ
ん
か
。

参
加
申
込
方
法

山
江
村
役
場
企
画
調
整
課

（
蕁
０
９
６
６
│
２
３
│
３
１
１
２
）
ま
で

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
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●
発
行
所
/山
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整
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〒
868-8502 熊

本
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球
磨
郡
山
江
村
大
字
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甲
1356-1 
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発
行
日
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平
成
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8月
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行
 

 

●
ホ
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ー
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●
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●
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株
）協
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印
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総　 務　 課 
企画調整課 
企画情報センター 
経済課・農業委員会 
税　 務　 課 
住民福祉課 
保健衛生課 
会　 計 　室 
建　 設　 課 
議会事務局 
教育委員会 
歴史資料館 

23-3111 
23-3112 
23-5234 
23-3113 
23-5692 
23-3978 
24-1700 
23-3293 
23-6449 
23-3401 
23-3604 
23-3665

FAX(0966)-24-5669［総務課］ 

■開催日：平成17年9月9日（金）～11日（日） 
■会　場：山江村体育館（主会場） 
■主　催：第3回市民メディア全国交流集会in山江村実行委員会 
■日　程：  9日番組作り体験講座、交流会 
　　　　　10日全体会、分科会、大交流会 
　　　　　11日番組収録体験 
■連絡先：山江村企画情報センター　蕁23-5234

3月／ 

25日 
貍 

3月／ 

26日 
豸 

た　　び と　　き 

やまえ広報第6号（昭和46年8月10日）から 

山江養魚場オープン 
　米の減反、林業の停滞など農林業を主体と
する村として将来に深刻な問題がよこたわっ
ているときなんとか有利にこの農村の発展策
はないものかと色々考えられていた。もとの
県の水産試験場の跡を生かす方法として観光
開発の一歩として発足することに着想されて
第一期工事として養魚とソーメン流しに着手
されることになり、村の振興開発課において
昼夜を問わずほんとうに寝食を忘れての努力
が続けられ、鹿児島県の開聞町の視察、小林
町の養魚場の視察等と苦労と研究が重ねられ
てようやく構想がまとまり踏切りがなされて
清流万江川の近く、自然林の中涼風呼ぶ自然
の冷房が充分に活かされるところ、水槽の上
に屋形船に乗った気分が味わえる宴会場が、
和風と洋風の二つができた。 
　ソーメン流し台は和風が八基、洋風に十基
が備えられている。 

～記事より抜粋～ 


